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市
町
村
合
併
を

考
え
る

い
ま
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
が
、
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
、
戦
後
改
革
に
続
く
第
三
の
改
革
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
の
が
『
地
方
分
権
』
で
す
。
東
京
一
極
集

中
を
是
正
し
、
地
方
の
自
主
的
な
裁
量
権
を
増
や
す
政
策

と
し
て
、
す
で
に
耳
慣
れ
た
言
葉
の
一
つ
で
す
。

こ
の
地
方
分
権
を
推
し
進
め
る
に
は
、
市
町
村
自
ら
の

総
合
力
を
高
め
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
の
政
策
と
し
て
、
昨
年
七
月
に
「
市
町
村
合
併
特
例

法
」
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
向
こ
う
五
年
以
内
と
い
う
期
限
が
あ
る
た

め
、
こ
こ
に
き
て
急
激
に
合
併
論
議
が
全
国
的
に
高
ま
り

始
め
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
と
は
、
い
く
つ

か
の
市
町
村
が
合
体
し
て
新
し

い
市
町
村
を
つ
く
っ
た
り
、
他

の
市
町
村
を
吸
収
し
た
り
す
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
動
き
と
し
て
は
、

明
治
二
十
年
代
と
昭
和
二
十
年

代
後
半
に
大
合
併
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
平
成
十
一
年
四
月
現
在
、

全
国
の
市
町
村
数
は
三
、
二
二

九
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
明
治
の
大
合
併
】

明
治
二
十
二
年
に
市
制
・
町

村
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
全
国
一
律
に
町
村
合
併
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
県
下
で

は
、
一
市
八
郡
二
九
六
町
村
が

誕
生
し
、
岩
城
村
も
単
一
村
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
全
国
に
七
万
以
上
あ
っ

た
町
村
が
、
こ
こ
で
五
分
の
一

に
減
少
し
ま
し
た
。

【
昭
和
の
大
合
併
】

戦
後
、
新
た
な
日
本
国
憲
法

の
も
と
で
地
方
自
治
制
度
が
整

え
ら
れ
、
多
く
の
事
務
が
市
町

村
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の

市
町
村
合
併
の

動
き
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愛媛県の合併パターンの試案

（資料提供：愛媛新聞社）

市　　町　　村　　名

Ａ
川之江市、伊予三島市、
新宮村、土居町、別子山村
（５市町村）

492.72 96,954
（88,179）

Ｂ 新居浜市 161.27 128,882
（119,197）

C 西条市、東予市、小松町、
丹原町（４市町） 509.02 116,947

（108,315）

Ｄ

今治市、朝倉村、玉川町、
波方町、大西町、菊間町、
吉海町、宮窪町、伯方町、
魚島村、弓削町、生名村、
岩城村、上浦町、大三島町、
関前村（16市町村）

449.81 191,619
（169,305）

Ｅ 松山市、北条市、重信町、
川内町、中島町（５市町） 640.17 539,693

（559,007）

Ｇ 久万町、面河村、美川村、
柳谷村、小田町（５町村） 723.50 16,641

（13,533）

Ｈ
大洲市、長浜町、内子町、
五十崎町、肱川町、河辺村
（６市町村）

591.86 71,164
（61,309）

Ｉ
八幡浜市、保内町、伊方町、
瀬戸町、三崎町、三瓶町
（６市町）

268.58 68,787
（55,738）

Ｊ 明浜町、宇和町、野村町、
城川町（４町） 473.41 39,141

（32,289）

Ｋ 宇和島市、吉田町、津島町
（３市町） 412.42 91,197

（79,432）

Ｌ 三間町、広見町、松野町、
日吉村（４町村） 397.28 25,450

（21,289）

Ｍ 内海村、御荘町、城辺町、
一本松町、西海町（５町村）

計

239.50 30,185
（26,992）

5,675.87 1,511,855
（1,427,625）

Ｆ
伊予市、松前町、砥部町、
広田村、中山町、双海町
（６市町村）

316.33 95,195
（93,040）

面 積（‡）人口（1998年10月
時点）（2010年推計）

市　　町　　村　　名

D
｜

１

今治市、朝倉村、玉川町、
波方町、大西町、菊間町、
関前村（７市町村）

286.95 157,169
（142,858）

D
｜

２
吉海町、宮窪町、伯方町、
上浦町、大三島町（５町） 132.57 25,556

（19,846）

D
｜

３
魚島村、弓削町、生名村、
岩城村（４町村） 30.29 8,894

（6,601）

面 積（‡）人口（1998年10月
時点）（2010年推計）

※今治地域（Ｄ）第２案の場合

地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
た

昭
和
二
十
二
年
、
岩
城
村
の
人

口
は
四
、
一
八
〇
人
で
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
、
町
村
合
併
促

進
法
が
施
行
さ
れ
、
人
口
八
千

人
を
標
準
と
し
て
全
国
で
合
併

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
岩
城
村
は
上
島
地
区
三
町

村
と
の
合
併
促
進
協
議
会
を
結

成
し
ま
し
た
が
、
合
併
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

合併パターン図
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明
治
以
降
、
国
に
権
限
と
財
源

を
集
め
て
近
代
化
を
進
め
て
き
た

中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
は
、
わ
が
国

に
大
き
な
繁
栄
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
一
方
で
は
、
国
と
地
方
の
間

に
強
力
な
上
下
関
係
を
作
り
出
し
、

様
々
な
矛
盾
や
弊
害
を
生
み
出
す

こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

公
平
を
保
つ
た
め
に
国
が
設
け

た
政
策
や
補
助
金
制
度
は
、
地
域

ご
と
の
多
様
性
に
は
対
応
仕
切
れ

ず
、
そ
の
結
果
、
全
国
で
画
一
的

な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
へ
の
見
直
し
策

と
し
て
、
地
方
へ
権
限
と
財
源
を

大
幅
に
与
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
特
色
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
自
主
的
に
進
め
よ
う
と

い
う
の
が
、
地
方
分
権
と
言
わ
れ

る
も
の
で
す
。

本
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
『
地

方
分
権
一
括
法
』
で
は
、
国
や
県

か
ら
市
町
村
に
数
多
く
の
権
限
が

移
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
全
国
一

律
の
基
準
や
規
制
が
無
く
な
り
、

市
町
村
は
自
ら
の
判
断
と
責
任
に

お
い
て
、
多
種
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
は
市

町
村
の
財
政
規
模
や
行
政
能
力
に

よ
っ
て
格
差
が
広
が
る
危
険
性
も

含
ま
れ
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
的
な
実
施
を
図
る
た
め
に
、

広
域
的
な
視
点
か
ら
の
取
組
み
も

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
分
権
の
受

け
皿
と
し
て
、
市
町
村
に
は
行
財

政
基
盤
の
底
上
げ
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
後
、
国
も

地
方
も
景
気
対
策
の
た
め
の
事
業

を
、
借
金
（
地
方
債
の
増
発
）
を

し
な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
介
護
保
険
な
ど
新
規
の

財
政
需
要
も
増
大
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

税
収
入
が
少
な
い
市
町
村
に
は
、

国
か
ら
地
方
交
付
税
が
分
配
さ
れ

財
政
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
も
見
直
さ
れ
て
、
小

規
模
自
治
体
へ
の
分
配
額
は
減
額

さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

税
収
入
そ
の
も
の
が
減
少
を
続
け

る
な
か
で
の
借
金
頼
り
の
財
政
運

営
で
は
、
い
ず
れ
自
治
体
そ
の
も

の
が
破
た
ん
し
て
し
ま
い
ま
す
。

抜
本
的
な
行
財
政
改
革
が
叫
ば

れ
る
な
か
、
機
関
の
統
廃
合
や
職

員
の
定
数
削
減
な
ど
に
取
組
み
、

経
費
削
減
は
も
と
よ
り
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
好

転
の
目
算
は
た
っ
て
い
な
い
の
が

現
実
で
す
。

地
方
で
は
、
少
子
・
超
高
齢
化

が
急
激
に
進
ん
で
い
ま
す
。
就
学

児
童
の
減
少
か
ら
学
校
の
維
持
が

難
し
く
な
っ
た
り
、
高
齢
者
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が
確
保
で
き

な
か
っ
た
り
と
、
従
来
の
自
治
体

単
位
で
の
運
営
が
ま
す
ま
す
困
難

な
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
・
情
報
網
の
発
達

や
経
済
活
動
の
広
域
化
に
伴
っ
て
、

日
常
の
生
活
圏
は
飛
躍
的
に
拡
大

し
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

一
市
町
村
区
域
に
限
定
さ
れ
る
こ

と
が
不
合
理
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。ご

み
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

そ
し
て
消
防
防
災
対
策
な
ど
は
、

周
辺
部
と
の
広
域
連
携
や
協
働
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
よ
り
細
や
か
で
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
求
め
る
声

は
大
き
く
な
る
な
ど
、
事
務
量
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
今
、
市
町
村
合
併
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

市
町
村
を
取
り
巻
く

厳
し
い
財
政
事
情
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こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
従
来
の
市
町
村
の
枠

組
み
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
の

で
す
。
市
町
村
合
併
は
、
自
治
体

の
体
力
を
回
復
し
、
行
財
政
基
盤

の
効
率
化
を
図
る
よ
り
有
効
な
手

段
の
一
つ
な
の
で
す
。

愛
媛
県
で
は
、
現
在
市
町
村
合

併
推
進
要
綱
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
先
ご
ろ
要
綱
の
中
心
と
な

る
県
内
市
町
村
の
合
併
パ
タ
ー
ン

の
試
案
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
現
在
の
郡
域
を
基
本
に
し

て
70
市
町
村
を
13
自
治
体
に
集

約
す
る
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
ま
す
と
、
今
治
市
と
越

智
郡
15
町
村
に
は
、
数
の
多
さ
な

ど
か
ら
第
２
案
と
し
て
三
圏
域
に

分
け
る
パ
タ
ー
ン
も
提
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
を
も
と
に
、
知
事
と
市
町

村
長
が
意
見
交
換
す
る
ほ
か
、
広

く
県
民
の
声
を
募
り
、
有
識
者
で

つ
く
る
県
の
要
綱
策
定
検
討
委
員

会
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
年
内
に

正
式
な
要
綱
が
決
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
城
村
は
、
地
理
的
に
県
境
を

ま
た
ぐ
生
活
圏
の
広
が
り
や
非
架

橋
の
島
と
い
う
二
つ
の
特
異
性
を

備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
合
併

を
進
め
る
う
え
で
は
、
高
い
ハ
ー

ド
ル
と
も
な
っ
て
き
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
具
体
的
な
合
併

パ
タ
ー
ン
を
示
す
こ
と
で
、
議
論

の
高
ま
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

皆
さ
ん
の
も
の
で
す
。
そ
の
将
来

を
決
め
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
皆

さ
ん
自
身
で
す
。
み
ん
な
が
主
役

と
な
っ
て
議
論
を
深
め
、
合
意
に

至
る
過
程
が
大
切
で
す
。

次
に
市
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

《
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
》

☆
市
町
村
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、

保
健
、
福
祉
、
土
木
、
建
築
な

ど
の
分
野
で
質
の
高
い
専
門
職

を
確
保
で
き
、
よ
り
高
度
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

☆
設
置
が
困
難
だ
っ
た
女
性
政
策
、

都
市
計
画
、
国
際
化
、
情
報
化

な
ど
の
専
門
部
局
が
設
け
ら
れ
、

よ
り
多
様
性
あ
る
行
政
施
策
が

展
開
で
き
ま
す
。

☆
合
併
先
の
公
共
施
設
が
利
用
で

き
、
な
か
で
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
高
い
水
準
と
な
り
、
利
用
負

担
は
低
い
水
準
に
調
整
さ
れ
ま

す
。

《
行
財
政
基
盤
の
強
化
》

☆
財
政
規
模
が
拡
大
し
、
単
独
で

は
困
難
だ
っ
た
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
計
画
的
に
実
施
で
き

ま
す
。

☆
長
期
的
に
は
職
員
、
議
員
、
各

種
委
員
の
総
数
が
減
少
し
、
人

件
費
の
削
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

☆
教
育
、
文
化
、
福
祉
な
ど
の
公

共
施
設
を
効
率
的
に
配
置
す
る

こ
と
で
、
投
資
的
な
経
費
を
削

減
で
き
ま
す
。

☆
地
域
の
存
在
感
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
、
企
業
進
出
や
重

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誘
致
な
ど
活

力
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

《
基
盤
整
備
の
一
体
化
》

☆
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
道
路
整

備
や
土
地
利
用
が
進
み
、
資
源

開
発
や
環
境
対
策
へ
の
取
組
み

が
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
わ

れ
ま
す
。

☆
日
常
生
活
圏
と
行
政
区
域
の
一

体
化
が
図
ら
れ
、
現
況
に
照
ら

し
た
小
・
中
学
校
区
の
設
定
や

勤
務
地
に
近
い
保
育
所
の
利
用

な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

☆
窓
口
が
広
が
り
、
住
民
票
の
発

行
な
ど
も
利
用
し
や
す
く
な
る

ほ
か
、
整
備
が
遅
れ
た
地
域
は

合
併
後
、
重
点
的
な
事
業
配
分

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
暮
ら
し
の
な
か
か
ら
、

次
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
探
し

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

★
役
場
が
遠
く
な
り
、
今
ま
で
よ

り
不
便
に
な
る
の
で
は
？

★
中
心
部
だ
け
が
よ
く
な
り
、
周

辺
部
は
さ
び
れ
る
の
で
は
？

★
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
り
、

対
応
が
遅
れ
る
の
で
は
？

★
公
共
料
金
が
高
い
水
準
に
合
わ

さ
れ
る
の
で
は
？

こ
れ
ら
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
よ
く
話
し
合
い
、
村
に
ふ

さ
わ
し
い
将
来
の
姿
を
見
い
出
し

ま
し
ょ
う
。

市
町
村
合
併
は手

段
の
ひ
と
つ

市
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
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「阿瀬」で大字さん夫妻といっしょに

農
業
委
員
会

日
高
町

出
石
町

竹
野
町

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

兵庫県

第
一
日
目
、
姫
路
か
ら
播
但
道
を

経
て
城
崎
郡
日
高
町
へ
。
Ｊ
Ｒ
江
原

駅
前
で
合
流
し
た
豊
岡
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
・
大
字

お
お
じ

路
子
専
門
員
の

先
導
に
従
い
、
町
立
植
村
直
己
冒
険

館
（
世
界
初
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
冬
期

登
頂
を
果
た
し
国
民
栄
誉
賞
に
輝
く

顕
彰
施
設
）
で
、
そ
の
行
動
力
に
驚

嘆
。次

は
ス
キ
ー
で
有
名
な
神
鍋
高
原

で
、
日
高
町
の
第
三
セ
ク
タ
ー
が
経

営
す
る
道
の
駅
「
シ
ャ
レ
ー
マ
ロ
ニ

エ
」、
組
合
立
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
の
施
設
見
学
の
後
、
農
家
女
性

（
生
活
改
善
）
グ
ル
ー
プ
経
営
の
ヤ

マ
メ
料
理
の
館
「
阿
瀬
」
で
、
地
取

れ
野
菜
、
山
菜
、
川
魚
（
ヤ
マ
メ
）

な
ど
十
三
種
も
の
逸
品
を
賞
味
。
囲

炉
裏
を
囲
ん
で
、
グ
ル
ー
プ
代
表
中

西
礼
子
氏
の
体
験
談
、
山
里
の
食
文

化
を
伝
承
改
善
し
て
き
た
苦
難
の
経

緯
を
拝
聴
し
、
不
屈
の
実
践
力
に
感

銘
を
覚
え
た
。

二
日
目
は
研
修
メ
イ
ン
の
出
石

い
ず
し

町

役
場
を
訪
問
、
農
委
会
長
山
下
久
一

氏
、
産
業
課
長
補
佐
加
藤
勉
氏
か
ら

観
光
を
取
り
入
れ
た
農
業
振
興
と
町

お
こ
し
の
取
組
み
を
伺
う
。

出
石
町
は
面
積
八
十
九
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
人
口
一
万
一
千
五
百
人
、

一
次
産
業
十
％
、
高
齢
化
率
二
十

四
％
（
岩
城
村
は
三
十
％
超
）、
耕

地
の
大
半
は
海
抜
四
〜
九
メ
ー
ト
ル

の
低
地
に
あ
り
、
経
営
規
模
は
平
均

八
十
ア
ー
ル
と
零
細
な
が
ら
、
平
成

十
年
度
の
圃
場
整
備
率
は
八
十
七
％

と
高
く
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
基
づ
き
農
用
地
利
用
計
画
を
定

め
、
七
人
の
担
い
手
農
家
（
認
定
農

業
者
）
に
八
十
五
％
の
農
用
地
を
集

積
し
て
い
る
。
し
か
し
、
農
家
個
々

の
完
結
型
経
営
が
大
半
で
、
農
機
具

へ
の
過
剰
投
資
が
農
家
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
。
近
年
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
す
る
な
か
で
、
付
加
価
値

の
高
い
特
産
物
の
開
発
が
農
業
振
興

の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
昭
和
五
十
年
代
か
ら
「
但

馬
の
小
京
都
」
と
し
て
観
光
の
町
お

こ
し
に
取
組
み
、
伝
統
工
芸
品
「
出

石
焼
」
の
皿
を
活
用
し
た
「
出
石
皿

そ
ば
」
が
脚
光
を
浴
び
、
今
で
は
年

間
百
万
人
が
訪
れ
る
。
急
増
す
る
観

光
客
に
地
元
の
農
産
物
を
と
、「
出

石
た
く
あ
ん
」、
ト
チ
と
ソ
バ
の
「
出

石
そ
ば
餅
」
な
ど
を
商
品
化
し
、
観

光
セ
ン
タ
ー
広
場
な
ど
町
内
五
箇
所

で
、
農
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
青
空
市
、

老
人
市
、
百
円
市
を
展
開
。
自
家
野

菜
、
焼
芋
、
ご
へ
い
餅
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
多
彩
な
産
直
方
式
に
よ

り
、
高
知
、
高
山
の
朝
市
に
匹
敵
す

る
ま
で
に
成
長
。（
平
成
九
年
、
出

石
朝
市
運
営
協
議
会
発
足
）

出
石
町
観
光
の
目
玉
は
、
三
月
の

「
初
午
大
祭
」
に
始
ま
り
、
四
月
の

「
桜
ま
つ
り
」
か
ら
十
一
月
の
「
ま

ご
こ
ろ
フ
ェ
ス
タ
Ｉ
Ｎ
い
ず
し
」
に

至
る
年
間
八
つ
の
伝
統
行
事
、
イ
ベ

ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
奉
賛
会
、
保
存
会
、

商
工
会
、
公
民
館
、
実
行
委
員
会
等

が
連
携
し
合
っ
て
継
続
実
施
し
、
大

き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

加
藤
氏
い
わ
く
「
人
は
何
を
求
め

て
行
動
す
る
の
か
？
み
ん
な
が
求
め

る
観
光
は
、
観
る
（
珍
し
い
も
の
）

味
る
（
食
べ
物
）
診
る
（
試
み
る
も

の
）
そ
れ
に
プ
ラ
ス
魅
る
（
心
・
ハ

ー
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
）。
こ
の

四
つ
の
「
み
る
」
が
継
続
で
き
て
こ

そ
観
光
の
町
と
し
て
生
き
残
れ
る
」。

公
共
施
設
も
観
光
資
源
で
あ
れ
。

役
場
職
員
が
サ
ー
ビ
ス
業
の
最
先
端

と
な
れ
。
町
民
み
ん
な
が
「
観
光
の

窓
口
」
で
あ
れ
。
外
来
者
に
は
常
に

お
出
で
頂
い
た
と
感
謝
の
気
持
ち
で

対
応
を
、
と
強
調
さ
れ
た
熱
意
に
感

服
。
自
ら
サ
ー
ビ
ス
の
尖せ

ん

兵
と
な
り

町
内
あ
ち
こ
ち
、
農
家
の
出
店
や
廃

屋
の
活
用
状
況
な
ど
つ
ぶ
さ
に
案
内

さ
れ
、
別
れ
際
に
は
保
存
会
長
を
伴

い
、
奴
、
櫃ひ

つ

の
実
物
を
持
ち
出
し
、

「
岩
城
村
も
伝
統
あ
る
奴
、
獅
子
な

ど
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
を
活
用
し

て
村
お
こ
し
を
期
待
し
ま
す
」
と
、

有
益
な
示
唆
を
頂
い
た
。

岩
城
村
農
業
委
員
会
一
行
十
二
名
は
、
去
る
九

月
二
十
八
日
か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
兵
庫
県

但
馬

た
じ
ま

地
方
で
実
践
さ
れ
て
い
る
「
交
流
型
農
業
」

の
実
態
と
町
お
こ
し
の
取
組
み
に
つ
い
て
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

出石町役場で説明を受ける
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最
終
日
は
県
北
の
竹
野
町
へ
。
山

間
農
業
地
域
四
十
七
戸
の
集
落
で
、

但
馬
牛
、
山
菜
を
主
材
と
し
た
農
家

郷
土
料
理
店
「
北
野
屋
」
を
訪
問
。

平
成
五
年
、
集
落
の
過
疎
化
が
進

む
な
か
、
一
軒
の
和
牛
農
家
が
棚
田

や
茅
葺

か
や
ぶ

き
の
家
、
稲
架

は

ざ

な
ど
山
里
の

暮
ら
し
や
景
観
を
生
か
し
、
地
元
の

季
節
素
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
店
を

始
め
た
。
囲
炉
裏
と
最
高
級
の
但
馬

牛
、
手
間
を
か
け
た
素
朴
な
料
理
は

評
判
と
な
り
、
今
で
は
年
間
二
千
五

百
人
ほ
ど
の
客
が
訪
れ
る
と
か
。
夫

は
繁
殖
和
牛
の
経
営
、
妻
は
料
理
店

の
経
営
を
分
担
し
、
二
本
柱
で
の
農

家
経
営
に
成
長
し
た
と
の
こ
と
。
こ

こ
で
も
粘
り
強
い
取
組
み
と
、
本
物

指
向
の
絶
妙
な
食
味
に
感
嘆
。

そ
の
ほ
か
、
豊
岡
市
の
県
立
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷さ

と

公
園
で
は
、
人
と
自
然

の
共
生
で
き
る
地
域
環
境
づ
く
り
、

農
村
社
会
の
在
り
方
へ
の
地
道
な
取

組
み
を
目ま

の
当
た
り
に
し
、
人
間
の

生
き
方
そ
の
も
の
を
問
わ
れ
て
い
る

や
に
感
じ
た
。
少
欲
知
足
？

今
回
の
行
程
二
日
間
に
わ
た
り
、

懇
切
に
案
内
を
頂
い
た
豊
岡
市
農
業

委
員
会
農
政
部
会
長
代
理
・
大
字
健

一
氏
夫
妻
が
、
村
職
員
の
島
本
計
治

さ
ん
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業
視
察
で
同

行
の
間
柄
と
知
り
、
`
情
け
は
人
の

為
な
ら
ず
a
を
実
感
し
た
次
第
。

本
村
も
限
り
あ
る
人
材
・
土
地
・

観
光
資
源
を
活
用
し
、
根
気
強
く
伝

統
文
化
を
継
承
創
出
し
て
行
か
ね
ば

将
来
の
展
望
は
開
け
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

折
角
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
村
当

局
の
ご
配
意
に
深
謝
し
、
意
を
尽
く

し
得
な
い
ま
ま
レ
ポ
ー
ト
と
し
ま
す
。

花
は
根
に
鳥
は
古
巣
に
帰
れ
ど
も

人
は
若
き
に
帰
る
こ
と
な
し

（
阿
瀬
で
メ
モ
し
た
一
首
）

農
業
委
員
　
池
田
　
繁
雄

例えば、農地を宅地等にする場合など

農地の転用には許可が必要です！
農地を宅地、雑種地等にする時は、農地転用許可を受けなけれ

ばなりません。

この許可を受けないで無断で転用した場合は、農地法に違反す

ることとなり、工事の中止や現状回復等を命ぜられます（農地法
第83条の２）。

さらに、３年以下の懲役や100万円以下の罰金という罰則の適

用もあります（農地法第92条）。

また「農業振興地域の整備に関する法律」に基づく農用地に指

定されている場合は、農地転用許可申請をする前に指定を除外す

る必要がありますので、農業委員さん又は役場産業振興課までご
相談ください。

宮脇　政敏・林　　真一・岡野　守好・泉本・孝雄

農業委員 林　　一男・田名後豊重・池田　繁雄・村上　悦治

佐伯　正明・砂川　　恵・児島　　守・岡野　喜雄

「北野屋」で経営主の加悦富美恵さんと
（か　や）
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絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
に
恵
ま
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
は
、
８
地
区

の
選
手
が
勢
ぞ
ろ
い
。
６
種
目
に
わ

た
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
と
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。

が
、
今
回
審
判
を
め
ぐ
っ
て
明
暗

を
分
け
る
場
面
が
見
ら
れ
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
審
判
員
は
、
老

友
会
の
皆
さ
ん
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
厳
し
く
指
導
し
な
が
ら
、
め
り
は

り
の
あ
る
審
判
で
進
行
も
極
め
て
ス

ム
ー
ス
だ
っ
た
。

一
方
、
レ
ク
・
バ
レ
ー
で
は
、

勝
敗
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
か
、

審
判
に
ク
レ
ー
ム
を
付
け
る
言

動
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
村
の
目
標
は
、

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
か
ら
の
健
康
づ

く
り
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
だ
。
み
ん
な
で
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
を
心
が
け
、
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
た
い
。

選
手
た
ち
を
ね
ぎ
ら
い
な
が

ら
、
昼
食
係
を
務
め
た
地
区
の

皆
さ
ん
が
こ
の
日
一
番
の
フ
ァ

イ
ン
プ
レ
ー
。

北
高原・大谷

成　　績　　表

９
月
21
日
夜
、
男
女
80
余
人
を
集

め
て
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
リ
ー
グ

戦
が
開
幕
し
た
。

こ
の
リ
ー
グ
は
、
こ
の
指
止
ま
れ

方
式
で
立
ち
上
が
っ
た
自
主
運
営
の

組
織
。
舵
取
り
役
は
、
こ
れ
を
最
初

に
提
案
し
て
呼
び
か
け
た
20
期
生
が

務
め
る
。
参
加
し
た
の
は
、
岩
城
中

17
期
生
か
ら
29
期
生
ま
で
の
い
ず
れ

も
同
級
生
の
８
チ
ー
ム
。

各
チ
ー
ム
に
は
助
っ
人
も
含
ま
れ

て
い
て
、
年
齢
構
成
は
39
歳
か
ら
59

歳
ま
で
と
幅
広
い
。
毎
週
木
曜
日
を

試
合
日
と
定
め
、
３
回
戦
総
当
た
り

で
覇
権
を
争
う
。
リ
ー
グ
最
終
日
は

12
月
21
日
を
予
定
し
、
期
間
は
ち
ょ

う
ど
３
ヵ
月
。

気
心
が
知
れ
た
同
級
生
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抜
群
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
誇
る
。
さ
れ
ど
、

寄
り
合
い
所
帯
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

コ
ー
ト
外
で
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
だ
。

審
判
員
や
鍵
当
番
な
ど
の
役
割
分
担

に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
、
ス
ム
ー

ス
な
運
営
は
で
き
な
く
な
る
。

こ
の
リ
ー
グ
で
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
他
の
模
範
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
と
マ
ナ
ー
が
培
わ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

番号
１
２
３
４
５
６
７
８

チ　　ー　　ム　　名
BIKEN20 20期生
ガンボーズ 17期生
鉄人28 28期生
カウベル 18期生
サンデー 19期生
スーパーエース 26期生
ストライクハーツ 29期生
ドラゴン 21期生

代 表 者
藤田清敏
松浦明広
前田正剛
津田　敬
矢野育夫
古林幹二
長田一也
恵美昌知

ミ
ニ
バ
レ
ー
・
リ
ー
グ
が
開
幕

種　　　　目

ソ フ ト ボ ー ル

男子レク・バレー

女子レク・バレー

ソ フ ト テ ニ ス

ラージボール卓球

ゲートボール（ベスト）

〃　　（ファミリー）

優　勝

西　部

海　原

西

高原・大谷

北

谷・浜

西

準優勝

谷・浜

西　部

北

海　原

新　地

新　地

東

三　位

西

西　部

西　部

谷・浜

東

北

10/1
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さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
園

児
、
児
童
、
生
徒
た
ち
が
持
て
る
力

と
技
の
限
り
を
つ
く
し
て
挑
戦
。
応

援
合
戦
に
も
思
わ
ず
力
が
入
っ
た
。

今
回
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
リ
レ
ー
種
目
が

復
活
し
、
先
生
、
保
護
者
に
加
え
て

村
議
も
華
麗
な
走
り
を
披
露
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
大
き
な
声
援
が
飛
び
交

い
、
会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
と
屈
託
の
な
い
笑
顔
は
、

村
の
活
力
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
を
み

ん
な
が
感
じ
取
っ
た
一
日
だ
っ
た
。

次
回
は
祖
父
母
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
募
る
種
目
が
登
場
す
る
か
も
。

極
め
る
挑
戦
輝
く
汗
と
涙

秋
季
大
運
動
会

9/17

ち
ょ
っ
と
ひ
と
や
す
み

芸
能
の
秋
を
満
喫

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
9/24
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お
知
ら
せ

老
齢
基
礎
年
金
を
は
じ
め
と
し

た
公
的
年
金
の
老
齢
給
付
は
、
所

得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
課

税
の
対
象
と
な
り
、
年
金
額
に
よ

っ
て
は
支
給
の
都
度
に
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
配
偶
者
控
除
や
扶
養

控
除
等
を
お
こ
な
う
た
め
「
公
的

年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等

申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
み
、

あ
る
い
は
年
金
額
が
一
七
八
万
円

（
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
一
〇
八

万
円
）
未
満
の
方
は
源
泉
徴
収
対

象
金
額
外
で
あ
る
た
め
提
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
障
害
給
付
や
遺
族
給
付

も
原
則
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

二
つ
以
上
か
ら
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
や
、
年
金
以
外
に
収

入
の
あ
る
方
は
確
定
申
告
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
新
た
に
配
偶
者
控
除

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
、
あ
る
い
は
扶
養
親
族
で
あ
っ

た
子
供
が
就
職
し
扶
養
親
族
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
、
扶

養
親
族
等
に
異
動
が
あ
り
、
源
泉

徴
収
税
額
が
不
足
し
た
り
納
め
す

ぎ
に
な
る
場
合
な
ど
、
年
金
か
ら

の
源
泉
徴
収
で
は
控
除
が
受
け
ら

れ
な
い
医
療
費
控
除
や
生
命
保
険

料
控
除
等
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
方

も
同
様
で
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
毎
年
十
一

月
中
旬
に
厚
生
年
金
・
船
員
保

険
・
国
民
年
金
の
老
齢
給
付
の
受

給
権
者
に
支
払
わ
れ
る
年
金
額
が

一
七
八
万
円
（
六
十
五
歳
未
満
の

人
は
一
〇
八
万
円
）
以
上
の
人
に

対
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し

て
「
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
を
送

付
し
ま
す
。

民
年
金

あ
な
た
の
今
と
未
来
を
守
る

国
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

皆
さ
ん
は
公
的
年
金
に
所
得
税
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご

み
、
粗
大
ご
み
な
ど
を
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
め
る
時
間
帯
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
平
　
日
】
午
前
９
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
４
時

【
土
曜
日
】
午
前
９
時
〜
11
時

こ
の
時
間
帯
以
外
は
、
受
け
付
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
時
間
を
守
っ
て
環
境

美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

障
害
の
あ
る
人
の
扶
養
、

介
護
、
社
会
参
加
等
障
害
の
あ
る

人
の
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

日
　
時

平
成
12
年
11
月
20
日
∑

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
０
２
５
―
５
５
０

相
談
担
当
者

弁
護
士
や
教
育
者
等

多
種
の
経
験
を
持
つ
人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員

主
　
催

松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害
に
あ

っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
人
の
た
め
に
、
検
察
官
の
処
分

が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
審
査
員

が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
員
は

選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中

か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
。

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

市
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
や
ご
相
談
は
、
次
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
治
検
察
審
査
会
（
松
山
地
方
裁

判
所
今
治
支
部
内
）

@
０
８
９
８
―
２
３
―
０
０
１
０

「
育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た

ら
、
も
う
一
度
働
き
た
い
」
そ
ん
な

あ
な
た
を
長
期
的
に
支
援
し
ま
す
。

登
録
手
続
き
は
簡
単
、
無
料
で
す
。

【
支
援
内
容
】

b
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報
誌

「
Re
・
Be
」
を
定
期
的
に
お
届
け

し
ま
す
。

b
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
役
立
つ

交
流
会
、
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
参
加
で
き
ま
す
。

b
再
就
職
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
、

個
別
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

b
財
団
指
定
の
教
育
訓
練
を
受
講
す

る
際
、
割
引
券
を
発
行
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ú
21
世
紀
職
業
財
団

愛
媛
事
務
所

@
０
８
９
―
９
２
１
―
５
６
６
０

「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
か
け
が
え
の
な
い
海

を
守
る
た
め
の
指
導
啓
発
活
動
を
集

中
的
に
展
開
し
ま
す
。

今
治
海
上
保
安
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
願
い

障
害
の
あ
る
人
の
人
権
問
題
に
関
す
る

12
時
間
電
話
相
談

知
っ
て
お
き
た
い

検
察
審
査
会

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を

再
就
職
希
望
登
録
者

募募募募

集集集集

中中中中

ú
21
世
紀
職
業
財
団

海
洋
環
境
保
全
推
進
週
間

11
月
１
日
〜
７
日
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十
一
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
十
七

日
は
、「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

週
間
の
テ
ー
マ
は
、「
暮
ら
し
を

支
え
る
税
」。

国
税
庁
で
は
、「
こ
の
社
会
あ
な

た
の
税
が
い
き
て
い
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の

意
義
や
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全

国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
、
税
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

﹇
主
な
行
事
﹈

○
小
中
学
生
の
納
税
作
品
展

小
中
学
生
の
作
成
し
た
習
字
・
ポ

ス
タ
ー
を
一
同
に
展
示
。

力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と

き

十
一
月
十
一
日
〜
十
七
日

と
こ
ろ

今
治
大
丸

（
五
階
ス
テ
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

税税税税
をををを
知知知知
るるるる

週週週週
間間間間

飼い犬の三ない運動推進中

放さない
●放し飼いは事故のもとです！
●家ではつないで飼い
散歩の時も綱をつけて！

捨てない
●捨て犬は絶対にやめましょう！
●家族の一員として終生かわいがりましょう！
●飼えない時は新しい飼い主を探しましょう！
●不妊・去勢手術に務めましょう！

迷惑をかけない
●道路や公園はトイレではありません！
●ふん尿は飼い主の敷地内で！
●散歩の時はふんを持ち帰りましょう！

「
い
い
雨
や
っ
た
ね
ぇ
」
集
ま

っ
た
だ
れ
も
が
挨
拶
代
わ
り
に
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
日
照
り
続
き
で
、
灌
水

作
業
に
明
け
暮
れ
る
日
々
が
続
き
、

や
っ
と
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
り
ま

し
た
。
そ
の
翌
日
一
番
の
心
が
安

ら
ぐ
言
葉
で
し
た
。

そ
ん
な
九
月
十
日
の
日
曜
日
、

村
の
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
員
が
、

果
樹
試
験
場
岩
城
分
場
及
び
普
及

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
サ
ザ

ン
イ
エ
ロ
ー
な
ど
の
穂
木
と
カ
ラ

タ
チ
の
台
木
を
用
意
し
、
芽
接
ぎ

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で

作
業
を
進
め
、
四
百
本
ほ
ど
の
芽

接
ぎ
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
も
と
に
、
今
度
は

自
分
で
苗
木
を
作
っ
て
み
よ
う
と

意
欲
を
燃
や
す
人
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
芽
の
活
着
を
確
認
し
、
来

春
希
望
者
に
苗
木
を
販
売
す
る
予

定
で
す
。

サ
ザ
ン
イ
エ
ロ
ー
な
ど
の
新
品

種
の
産
地
化
に
つ
な
が
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



「
火
を
つ
け
た
　
あ
な
た
の
責

任
最
後
ま
で
」
を
統
一
標
語
に
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
に
は
、
消
防
署
、
消
防

団
、
少
年
・
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
や
広
報
車
に

よ
る
広
報
活
動
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
朝
夕
の
冷
え
込
み
も

日
毎
に
厳
し
さ
を
増
し
、
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り

こ
れ
ら
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
住
民
一
人
ひ
と

り
が
防
火
意
識
を
も
ち
火
災
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
九
月
二
十
日
ま
で
に
管

内
で
は
、
二
十
件
の
火
災
が
発
生

し
て
お
り
原
因
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

た
き
火
・
枯
草
焼
き

七
件

放
火
・
放
火
の
疑
い

四
件

た
ば
こ

三
件

こ
ん
ろ

二
件

焼
却
炉
　
　
　
　
　
　
　
一
件

電
気
機
器
　
　
　
　
　
　
一
件

灯
火
　
　
　
　
　
　
　
　
一
件

不
明
　
　
　
　
　
　
　
　
一
件

今
年
も
た
き
火
・
枯
草
焼
き
に

よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
畑
な
ど
で
草
を
燃
や
す
と
き

に
は
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
野
焼
き

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
違
法

行
為
に
な
り
ま
す
。
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秋
風
に
押
さ
れ
入
港
大
漁
旗

林
　
　
幸
吉

病
む
吾
に
や
さ
し
く
包
む
秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

鬼
灯

ほ
お
ず
き

を
孫
に
な
ら
い
て
ふ
く
み
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
児
島
　
　
　

秋
澄
む
や
鴉
の
羽
根
の
つ
や
つ
や
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

水
澄
み
て
鯉
の
鱗
の
は
っ
き
り
と

田
名
後
敏
子

思
い
出
の
小
径
を
せ
ば
め
里
の
は
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

池
の
底
手
に
と
る
如
く
水
澄
め
り

林
　
ヨ
シ
子

鬼
灯
の
紅
深
め
た
り
今
朝
の
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

沈
む
も
の
沈
め
て
池
の
水
澄
め
り

林
　
　
七
重

鬼
灯
を
も
の
珍
ら
し
く
孫
ふ
く
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

売
れ
残
る
鬼
灯
値
ぶ
み
し
て
お
り
ぬ

古
林
　
幹
枝

天
心
の
月
が
見
守
る
石
廊
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

似
顔
絵
を
贈
り
て
呉
れ
し
敬
老
日

山
元
　
征
子

忘
ら
る
る
帽
子
ぽ
つ
ん
と
秋
の
浜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

訪お
と
な

え
ば
鬼
灯
紅
き
寺
苑
か
な

大
阪
　
妃
苗

水
澄
む
や
せ
せ
ら
ぎ
吾
を
歩
ま
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

鬼
灯
を
た
く
み
に
鳴
ら
す
乙
女
か
な

森
本
　
和
佳

上
弦
の
月
た
し
か
め
て
句
座
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

鬼
灯
の
鉢
据
え
て
見
る
正
座

田
名
後
篁
雨

水
澄
む
や
捨
て
缶
瓶
の
あ
ら
わ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

鬼
灯
や
え
く
ぼ
大
き
く
凹
ま
せ
て

幸
本
　
孤
燈

水
澄
む
や
逆
富
士
こ
わ
す
風
立
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

作
品
鑑
賞

池
の
底
手
に
と
る
如
く
水
澄
め
り

ヨ
シ
子

【
評
】
季
節
の
移
ろ
い
は
空
気
も
水
も
澄
ん
で
、
水
底
ま
で
は
っ
き

り
と
見
透
か
せ
る
様
に
な
る
。
今
さ
ら
の
よ
う
に
季
節
の
変
化
に

驚
く
の
は
作
者
の
み
で
は
な
い
。

（
篁
　
雨
）

水
澄
み
て
鯉
の
鱗
の
は
っ
き
り
と

敏
　
子

【
評
】
こ
の
よ
う
な
場
面
に
居
た
い
。
実
感
写
生
で
素
直
に
無
理
な

く
詠
ん
だ
十
七
文
字
で
あ
る
。

（
孤
　
燈
）

第
八
九
三
回
句
集
よ
り

島部消防
だ よ り
弓削　77－4119
伯方　73－1131

交交交交通通通通死死死死亡亡亡亡事事事事故故故故多多多多発発発発緊緊緊緊急急急急事事事事態態態態宣宣宣宣言言言言
交通安全“人の輪作戦”（街頭指導）において

村長・助役・収入役が率先して活動

秋
の
火
災
予
防
運
動

（
十
一
月
九
日
〜
十
五
日
）
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十
月
（
か
ん
な
づ
き
）

戸
　
籍
　
の
　
窓

出
生
　
す
こ
や
か
に

出
生
日

林
　
　
有
二

セ
リ
ア
ヨ
シ
コ

婚
姻
　
し
あ
わ
せ
に

・
本
籍
関
係
者

・
亀
井
健
太
郎

・
村
上
　
智
里

死
亡
　
や
す
ら
か
に

死
亡
日

年
齢

竹
割
　
正
一
　
　
９
・
10

72

歳◎
社
会
福
祉
協
議
会
寄
付

金
一
封
　
岩
城
村
　
　
竹
割
　
　
勲

〃
　
　
　
〃
　
　
　
半
田
　
杉
夫

拓
海
た
く
み

９
・
20

）

ご
　
　
寄
　
　
付

男 1,134人（＋１）

女 1,235人（－２）

計 2,369人（－１）

世帯数 939世帯

平成12年９月30日現在

人口の動き

金
一
封
　
岩
城
村
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

〃
　
　
　
〃
　
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

実
行
委
員
会

〃
　
　
　
〃
　
　
商
工
会
女
性
部

〃
　
　
　
〃
　
　
　
百
瀬
　
早
苗

〃
　
　
　
大
阪
市
　
村
上
シ
ズ
ヨ

◎
広
報
紙
寄
付

金
一
封
　
岩
城
村
　
　
竹
割
　
　
勲

〃
　
　
門
真
市
　
　
近
藤
　
震
三

〃
　
　
弓
削
町
　
　
古
江
　
恒
美

〃
　
　
松
山
市
　
　
黒
瀬
　
章
成

〃
　
　
大
阪
市
　
　
村
上
シ
ズ
ヨ

〃
　
　
倉
敷
市
　
　
山
本
　
芳
子

〃
　
　
新
居
浜
市
　
西
原
　
美
恵

〃
　
　
大
阪
市
　
　
三
浦
　
義
明

〃
　
　
上
尾
市
　
　
吉
岡
　
基
之

〃
　
　
石
川
県
　
　
山
形
　
寿
生

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

刻
々
と
発
表
順
が
迫
っ
て
く
る
高
鳴
る
鼓
動
で
気
絶
寸
前

不
安
の
中
発
表
台
の
前
に
立
つ
先
生
の
笑
顔
で
緊
張
ほ
ぐ
れ
る

一
　
年
　
松
本
　
久
義

人
の
事
気
に
せ
ず
笑
っ
て
プ
ラ
ス
指
向
悩
ま
ず
い
き
た
い
夢
に
向
か

っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
年
　
奥
村
　
信
一

本
当
は
底
な
し
沼
の
吾
の
こ
と
を
オ
ア
シ
ス
と
呼
ぶ
君
は
あ
わ
れ

物
事
に
傷
つ
か
な
く
な
っ
た
の
は
強
く
な
っ
た
の
か
鈍
く
な
っ
た
の

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卒
業
生
　
河
野
　
美
穂

岩
城
分
校
短
歌

休
日
を
ク
レ
ー
ン
車
の
ブ
ー
ム
垂
直
に
タ
ワ
ー
の
ご
と
く
天
空
を
さ
す

新
　
谷
　
ミ
チ
ヱ

帰
る
子
は
「
じ
ゃ
あ
」
と
一
言
い
ひ
し
の
み
車
で
去
り
ぬ
虫
鳴
く
宵
を

浪
　
本
　
綾
　
子

虫
の
音ね

を
抱
く
草
群
に
添
ひ
て
ゆ
く
た
だ
独
り
な
る
月
光か

げ

踏ふ

み
て

田
名
後
　
節
　
美

仕
事
終
へ
ハ
ン
ド
ル
握
る
目
の
前
を
い
た
ち
一
匹
す
ば
や
く
よ
ぎ
る

森
　
本
　
和
　
佳

静
か
な
る
寺
庭
に
日
の
差
し
初
め
ぬ
た
わ
み
咲
く
萩
白
く
光
れ
り

松
　
岡
　
美
知
子

平
均
の
寿
命
は
は
る
か
越
え
て
を
り
あ
け
く
れ
母
の
世
話
に
ひ
ま
無
き

沢
　
田
　
兼
　
子

こ
の
夏
の
暑
さ
頂
点
越
え
た
る
か
群
青
の
朝

あ
し
た

に
半
月
高
し

沢
　
村
　
治
　
子

幼
き
日
柳や

な
ぎ

の
馬
場

ば
ん
ば

の
銭
湯
へ
行
き
し
が
わ
れ
の
旅
の
初
ま
り

岩
　
井
　
寛
　
子

し
づ
か
な
る
光
満
ち
く
る
墓
の
辺
に
蔓
穂
の
花
の
淡
紅

う
す
べ
に

咲
き
ぬ

宮
　
本
　
佳
世
子

菰
隠
し
の
磯
の
窪
み
の
忘
れ
潮
小
魚
泳
ぐ
日
差
し
の
中
を

白
　
石
　
　
　
勇

友
達
の
娘こ

よ
り
届
き
し
封
書
に
は
母
親
譲
り
の
文
字
柔
ら
か
き

西
　
本
　
優
　
子

病
室
に
焼
き
し
ぎ
ざ
み
を
持
ち
く
れ
ぬ
食
欲
進
み
元
気
出
で
を
り

森
　
本
　
サ
ダ
子
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（

「取り組もう雇用改善！
21世紀の建設業を切り開くため」
11月は「建設雇用改善推進月間」です。

建設業に働く労働者の雇用の改善、能力の開発・向上及び福祉の増進のため
に設けられた月間です。
雇用の改善にあたっては、「建設雇用改善助成金制度」をご活用ください。

ハローワーク今治（今治公共職業安定所）電話 0898（32）5020
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